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基本方針【１】 市民に分かりやすい市役所にしよう！ 

 
実施項目１ 市民に分かりやすい窓口対応・手続案内 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№1 

市民のための

親切・丁寧な

対応・行動 

1 
封筒・はがき等郵便物発送の際の担当

課の所在フロア記載 
収納課 H30 H30  

企画課 10 

2 ナンバーディスプレイ対応電話機の導入 収納課 H30 R2  

3 防災意識を高めよう 危機管理課 H30  11 

4 窓口事務の改善 市民課 H30  12 

5 保険課窓口における番号発券機の導入 保険課 H30 H30  

6 何が必要なのか理解できる通知 保険課 H30 H30  

7 市内関係施設案内マップの作成・配布 保険課 H30 R3  

8 市内関係施設の案内 健康推進課 H30 R1  

9 
拡幅道路の完成後のイメージ図を使っ

てＰＲしよう 

道路管理課 

道路整備課 
H30 R2  

10 
建築行為に係る窓口業務をリストアッ

プ！  
建築開発課 H30 H30  

11 窓口で対応中であることが分かる表示 建築開発課 H30 H30  

12 身近な水道水のことを知ってもらおう 水道課 H30 H30  

13 下水道施設の定期的な点検とパトロール 下水道課 H30  13 

14-1 

市民が訪れたくなる児玉総合支所 
支所総務課 H30 R2  

14-2 支所環境産業課 H30 R2  

15 窓口サービスの向上のための６箇条 支所市民福祉課 H30  14 

16 市民の関心に応える議会 議会事務局 H30 R2  

17 
防災出前講座メニュー表及び申込書・

受領書の作成 
危機管理課 R1 R1  

18 
生活保護費の口座振込促進により業務

効率化を図る 
生活支援課 R1  15 

19 
通訳機能付タブレット端末の有効活用

と周知の実施 
障害福祉課 R1 R2  

20 支給認定証の任意交付化 保育課 R1 R1  

21 病後児保育室の利用者を増やそう 保育課 R1  16 

22 熱中症予防・感染症予防の注意喚起 健康推進課 R1 R2  

23 申請受付業務の改善 介護保険課 R1 R3  

24 介護保険認定調査の手順を知ってもらう 介護保険課 R1 R2  

25 カウンター周りの整理整頓！ 環境推進課 R1 R1  

26 接客スキルの向上を目指す！ 環境推進課 R1 R2  

27 はにぽんグッズの紹介 商工観光課 R1 R1  

28 窓口の分かりやすい表示 農政課 R1 R2  
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29 農業委員会の見える化を進めよう 
農業委員会事務

局 
R1 R1  

30 総合支所取扱業務案内図の作成 支所市民福祉課 R1 R1  

31 
市民からの情報提供をもとに道路の維

持・保全の効率化 
道路整備課 R2  17 

32 美味しく安全安心な水道水の供給 水道課 R2 R2  

33 観光農業の魅力発信 農政課 R3 R3  

34 市ホームページへの情報掲載 図書館 R3 R3  

35 市ホームページの掲載情報の充実 障害福祉課 R4  18 

№2 

市民のための

申請書様式等

の見直し 

1 送付先住所変更手続の簡略化 障害福祉課 H30 R1  

企画課 19 

2 印鑑が必要な手続の整理 保険課 H30 R3  

3 申請等様式の改善 建築開発課 H30 H30  

4 給水装置工事申込手続に関わる事務改善 水道課 H30 R1  

5 請求書等様式の改善 市民課 R1  20 

6 支給決定通知の改善 介護保険課 R1 R2  

7 申請書等様式及び事務手続の見直し 道路管理課 R1 R3  

8 申請書様式の見直し 営繕住宅課 R1 R1  

９ 簡単申請にて作業効率アップ 文化財保護課 R2 R3  

№3 

インターネッ

トでの申請手

続の検討 

1 インターネットで税務証明の申請受付 課税課 H30 H30  

情報システ

ム課 
21 

2 インターネットで公共施設の利用予約 生涯学習課 H30 H30  

3 インターネットで公共施設の利用予約 体育課 H30 H30  

4 公共施設予約システムの運用改善 

スポーツ推進課 

市民活動推進課 

生涯学習課 

R3  22 

№4 
窓口体制の在

り方の検討 

1 収入印紙の販売 会計課 H30 R1  

企画課 23 
2 

市民の気持ちに寄り添えるふくし相談

を目指そう 

地域福祉課 

生活支援課 
R2  24 

 
実施項目２ 国際交流の推進 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№5 

国際化に対応

した窓口・手

続案内 

1 
外国人市民にも安心して利用してもら

える、分かりやすい市役所にしよう！ 
市民活動推進課 H30  26 

市民活動推

進課 
25 

2 市作成刊行物の多言語配信 市民活動推進課 H30  27 

3 窓口における翻訳機導入 健康推進課 R1 R1  
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基本方針【２】 職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！ 

 
実施項目１ 情報通信技術（ＩＣＴ）の活用による事務の効率化 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№６ 
ＩCT の有効活

用 

1 
市ホームページのウェブアクセシビリ

ティ準拠の徹底 
広報課 H30  29 

情報システ

ム課 
28 

2 eLTAX 利用率の向上！  課税課 H30  30 

3 タブレット端末の活用 課税課 H30  31 

4 市ホームページを見やすく掲載！  環境推進課 H30 R1  

5 
市民への情報（公共機関からのお知ら

せ）を市ホームページに見やすく掲載 
商工観光課 H30 R1  

6 道路の維持・保全のための効率化 道路管理課 H30 H30  

7 市民から寄せられる情報の共有 道路整備課 H30 R1  

8 市有地図情報を市ホームページで公開 都市計画課 H30 R2  

9 職員の窓口業務量低減改革 建築開発課 H30 H30  

10 市ホームページで適正な情報発信 建築開発課 H30 H30  

11 統合型ＧＩＳ（屋外広告物）の一般公開 建築開発課 H30 H30  

12 
市民への交通安全情報を市ホームペー

ジに見やすく掲載 
危機管理課 R1  32 

13 見やすい市ホームページを作成します 市民課 R1  33 

14 高齢者の生きがいづくりの促進 地域福祉課 R1 R1  

15 市ホームページの活用拡大 道路管理課 R1 R3  

16 
検針業務にスマートフォンを導入しま

す！ 
水道課 R1 R1  

17 
自治会長等から寄せられる要望等の情

報共有 
支所環境産業課 R1 R2  

18 市ホームページを見やすくします！ 生涯学習課 R1 R1  

19 
市ホームページを活用したデジタルミ

ュージアムの開設 
文化財保護課 R1 R3  

20 
文化財保護法に伴う手続を市ホームペー

ジに分かりやすく掲載する 
文化財保護課 R1 R1  

21 図書館ホームページで適正な情報発信 図書館 R1  34 

22 
インターネット等を利用した蔵書の検

索や予約 
図書館 R1  35 

23 
予算ヒアリング説明資料のペーパーレ

ス化 
財政課 R2 R2  

24 
はにぽんプラザに予約システムを導入

します 
市民活動推進課 R2 R2  

25 ＩCT の活用で事務の効率化を図る 介護保険課 R2 R3  
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26 
ＩCT の活用で介護認定審査会を効率

化！ 
介護保険課 R2 R2  

27 開発許可システムを利用し事務を効率化 建築開発課 R2 R3  

28 
給配水管施設台帳のタブレット端末を

活用 
水道課 R2 取り下げ  

29 オープンデータの幅を広げよう 情報システム課 R3  36 

30 市内の名所等の画像の共有 支所環境産業課 R3 R3  

31 
ICT 技術を取り入れた浄水場や配水場等

の管理を行います 
水道課 R3  37 

32 本庄市 SNS 公式アカウントの活用 生涯学習課 R3 R3  

№７ 
庶務業務等の

効率化 

1 
議会提出資料等のペーパーレス化（庁内

配布分） 
財政課 H30 R1  

情報システ

ム課 
38 

2 文書保存の見直しとキャビネットの整備 保険課 H30  39 

3 新たなシステムの導入 
情報システム課 

行政管理課 
R1 R2  

4 
グループウェアシステムを利用した紙

資源の削減 
情報システム課 R1 R2  

5 
ファイリングフォルダーの全課原則Ａ

４化 
行政管理課 R1 R3  

6 会議資料のペーパーレス化 学校教育課 R1 R1  

7 タブレット端末の活用  議会事務局 R1 R3  

8 公共料金納付の効率化を図ります！ 水道課 R2 取り下げ  

9 
埋蔵文化財にかかる届出等の手続処理

を効率化する 
文化財保護課 R2 R3  

10 音声テキスト化システムの導入 情報システム課 R3 R3  

11 

公共料金明細事前通知サービスを導入

し、公共料金の支払伝票の自動起票を図

ります 

会計課 R4  40 

 
実施項目２ 効率的・効果的な庁内連携 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№８ 
業務マニュア

ルの充実 

1 「支払処理マニュアル」の有効活用 
会計課 

監査委員事務局 
H30 R1  

企画課 41 

2 意識改革・情報共有で個々のレベルアップ 会計課 H30 R1  

3 窓口業務のマニュアル化 農業委員会事務局 H30 R1  

4 窓口業務のマニュアル化と職員間の共有 学校教育課 H30 R2  

5 埋蔵文化財の窓口業務の改善 文化財保護課 H30 H30  

6 図書館マニュアルの改訂 図書館 H30  42 

7 業務マニュアルの充実 市民課 R1  43 

8 分かりやすいＮＰＯ法人設立認証等業 市民活動推進課 R1 R2  
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務マニュアル！ 

9 
相談における適切な対応の継続と質の

向上 
子育て支援課 R1  44 

10 
「市立小中学校事務処理マニュアル」の

有効活用 
教育総務課 R1  45 

11 
「業務メモ」作成による情報共有で、業

務の質の維持と継続性を確保 
監査委員事務局 R1 R2  

12 会計事務処理マニュアルの改訂 会計課 R2 R3  

13 窓口業務マニュアルの充実 障害福祉課 R2 R2  

14 効率的な会議運営 商工観光課 R2 R3  

№９ 
庁内連携体制

の強化 

1 
企業誘致推進に向けた庁内協力会議の

設置 
産業開発室 H30  47 

企画課 46 

2 地方債研修会の開催 財政課 H30 R1  

3 
監査だって怖くない！契約手続適正化

プロジェクト 
財政課 H30 R3  

4 情報セキュリティ内部監査員の拡充 情報システム課 H30 H30  

5 徴収職員事例研修会の開催 債権回収対策室 H30 H30  

6 福祉窓口の多チャンネル化 地域福祉課 H30  48 

7 
児童センターにおける備品購入費の弾

力的運用 
子育て支援課 H30 H30  

8 障害と介護の相談記録の共有ファイル化 介護保険課 H30 R1  

9 公園施設マネジメントの推進 都市計画課 H30  49 

10 
デザイン性のある現場作業着の着用で

抑止力・職員の連帯感向上を実現 
建築開発課 H30 R2  

11 本庄市農産物ＰＲ 農政課 H30 H30  

12 徴収サポートの実施 収納課 R1  50 

13 発達検査結果の活用 健康推進課 R1 R2  

14 図書館を PR するスタッフエプロン 図書館 R2 R3  

15 
多くの市民に本を届けよう～宅配サー

ビス～ 
図書館 R2 取り下げ  

16 
関係各課の連携による特定外来生物ク

ビアカツヤカミキリの防除 

環境推進課 

支所環境産業課 
R4  51 

№10 
市民意見の把

握 

1 
分かりやすく、親しみやすい広報を作ろ

う！  
広報課 H30  53 

企画課 52 2 
市民アンケートの実施手順を標準化、情

報を集約化しよう！  
企画課 H30 H30  

3 窓口アンケートの実施 企画課 H30  54 

4 はにぽんプラザに意見箱を設置します 市民活動推進課 R1 R1  
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実施項目３ 職員の意識向上 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№11 
勤務体制の見

直し 

1 朝型勤務の導入 行政管理課 H30 R1  

行政管理課 55 

2 職員流動体制を利用しやすいものとする 課税課 H30  56 

3 保育等にかかる人材の効率的運用 子育て支援課 R1 R1  

4 みんなで協力！お待たせしない窓口！ 支所市民福祉課 R1  57 

5 
支所市民福祉課の窓口業務を幅広く理

解し、効率的・効果的に仕事をしよう！ 
支所市民福祉課 R2  58 

№12 
職員提案制度

の活性化 
1 職員提案制度の活性化 企画課 H30  60 企画課 59 

№13 
若手職員の人

材育成と活用 

1 
本庄市高校生プロジェクトへの若手職

員の参加（真の人材育成事業として） 
都市計画課 H30 R1  

企画課 61 

2 
本庁と支所の市民サービスの統一化を

図ります 
行政管理課 Ｒ2 R2  

3 
認定調査マニュアル作成でみんながス

キルアップ！ 
介護保険課 R2 R2  

4 学童保育等にかかる人材育成 子育て支援課 R2  62 

5 

入庁１～２年目職員による「自課紹介

ビデオ」の作成と「自課紹介ビデオ」

発表会の企画・運営 

道路管理課 

道路整備課 

都市計画課 

建築開発課 

営繕住宅課 

R2 R3  

6 窓口で必要な知識を習得・蓄積・共有 建築開発課 R3  63 

 
実施項目４ 民間活力の活用 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№14 
民間委託等の

導入 

1 民間活力の積極的な導入 建築開発課 H30 R1  

企画課 64 

2 職員の事務量削減 建築開発課 H30 H30  

3 施設管理業務委託の見直し 支所総務課 H30 R2  

4 
民間の技術力を活用した業務の効率化

を目指します 
水道課 R4  65 

 
実施項目５ 男女共同参画 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№15 
男女共同参画

の推進 

1 
女性の意見を広く取り入れて施策や業

務に活かそう 
市民活動推進課 H30  67 

市民活動推

進課 
66 

2 
就学支援委員における男女共同参画の

推進 
学校教育課 R2 R3  
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基本方針【３】 安定した財政で未来へつなげよう！ 

 
実施項目１ 自主財源の確保 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№16 

公有財産の有

効利用等によ

る財源の確保 

1 未利用財産の処分・貸付 財政課 H30  69 

財政課 68 
2 

行政財産及び法定外公共物の運用と拡

充計画 
道路管理課 H30 H30  

3 
マーケットの実証実験による公共空間

の利活用（稼ぐ公共空間へ） 
商工観光課 R4  70 

№17 

様々な手段に

よる自主財源

の確保 

1 
聞いて納得。納めて安心。住みよい本

庄市へ！  
課税課 H30  72 

企画課 71 

2 
寄附金（ふるさと納税）の活用実績の

見える化 
広報課 H30  73 

3 口座振替推進キャンペーンの実施 収納課 H30 R1  

4 
ジェネリック医薬品の利用促進により

医療扶助の適正化・経費節減を図る 
生活支援課 H30  74 

5 魅力ある市営住宅 営繕住宅課 H30 R1  

6 学校給食残渣低減計画 教育総務課 H30  75 

7 
生活保護法第６３条返還金の収納率向

上を図る 
生活支援課 R1  76 

8 ジェネリック医薬品の利用促進 子育て支援課 R1  77 

9 
農業集落排水事業の公営企業化と公共

下水道事業との統合 
下水道課 R1  78 

10 ネーミングライツの検討 

スポーツ推進課 

生涯学習課 

企画課 

R1 R3  

11 口座振替の推進 収納課 R3  79 

 
実施項目２ 使用料・手数料等の見直し 

改革プログラム 計画名 実行課 開始 終了 頁 取りまとめ課 頁 

№18 

適 正 な 使 用

料・手数料等

の設定 

1 手数料額が変わります 建築開発課 H30 H30  

企画課  

2 受益者負担の適正化を図る 企画課 R2 R3  

 

◇全体集計    １６５計画 

 H３０年度 ７７計画（新規７７ R1 継続５４ 終了２３） 

 R1 年度 １０３計画（新規４９ R2 継続７０ 終了３３） 

 R２年度  ９４計画（新規２４ R3 継続６６ 終了２８） 

R３年度  ７６計画（新規１０ R4 継続４８ 終了２８） 

R４年度  ５３計画（新規 5） 
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評価方法（※実施計画より抜粋） 

 

（１）評価の流れ 

   各改革プログラムにおける行政改革の取組については、実行課が取組に対する自己評価等

を進捗管理シートにて報告し、取りまとめ課に提出します。取りまとめ課は、実行課から提

出された各進捗管理シートを集約して、改革プログラムに基づく取組に関する進捗状況を、

先ずは行政改革推進本部に報告します。 

      行政改革推進本部は、取りまとめ課からの報告に関し、取組に対する検証と推進本部の評

価を決定します。 

      行政改革推進本部会議を経て、行政改革審議会に審議を依頼し、審議会による評価を決定

します。 

 

 

〈イメージ図〉 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政改革推進本部 

取りまとめ課 

実 行 課 

⑤本部評価の決定 

⑦審議会評価の決定 

⑧意見 

⑨意見に基づき、 

取組方等の見直し 

④審議依頼 

⑥審議依頼 

③改革プログラムに基づく 

進捗状況の集約 

行政改革審議会 

②進捗管理シートの提出 

①自己評価 
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（２）自己評価の判定区分 

 

＜Ⅰ 年度目標の進捗・達成状況について＞ 

〈ⅰ〉年度目標の進捗状況に対する自己評価判定区分（各年度中間時点） 

中間自己評価 
判定区分 

定  義 

達成 年度目標を達成した 

計画より早い 年度目標に対して計画以上のペースで取り組めている 

計画どおり 年度目標に対して計画どおりに取り組めている 

計画より遅れている 年度目標に対して取り組みを進めているものの、計画よりペースが遅い 

再検討 
取組を進めていく中で、年度目標の達成が困難と判明したため、手法等を再検討
している 

未着手 取組自体に着手していない 

中止 取組を進めていく中で、改革の達成が困難と判明したため、計画を中止する 

 

〈ⅱ〉年度目標の達成状況に対する自己評価判定区分（各年度末時点） 

最終自己評価 
判定区分 

定  義 

達成 年度目標を達成した 

未達成 年度目標を達成できなかった 

未実施 取組自体を実施しなかった 

中止 取組を進めていく中で、改革の達成が困難と判明したため、計画を中止した 

 

＜Ⅱ 改革の進捗・達成状況について＞ 

改革の進捗・達成状況に対する自己評価判定区分（各年度末時点） 

自己評価判定区分 定  義 

改革達成 

計画終了 改革達成により計画終了とする 

計画継続 
改革は達成したが、今後も行政改革として実施すべき内容である
ため、次年度以降も継続して計画に取り組む 

定型業務へ 
改革達成により計画終了とするが、今後も継続して実施すべき内
容であるため、次年度以降は定型業務として取り組む 

次年度継続 

計画どおり 
計画で掲げた目標年度での改革達成に向けて、次年度も継続して
計画に取り組む 

目標年度延長 
計画で掲げた目標年度では改革の達成ができなかったため、目標
年度を延長し、次年度も継続して計画に取り組む 

取り下げ 改革の達成が困難と判明したため、計画を取り下げる 
 

 

 ※取り組んでいた改革が達成（終了）した実行課については、新しい計画を取り入れるなど、不

断の改革に取り組んでいきます。 
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 8 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

評価区分 計画数 割合 本部意見

自己評価を支持 8 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

再検討 0 0%

未着手 0 0% 備　　考

中止 0 0%

計 8 100%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

達成 0 0%

中間時点では、8計画全てが計画どおりに進行しており、年度目標の達成
に向けて進捗しています。

計画より早い 0 0%

計画どおり 8 100%

計画より遅れている 0 0%

35 市ホームページの掲載情報の充実 障害福祉課 R4 R4 計画どおり 自己評価を支持

31
市民からの情報提供をもとに道路の維持・保
全の効率化

道路整備課 R2 R4 計画どおり 自己評価を支持

自己評価を支持

生活支援課 計画どおりR1 永年継続 自己評価を支持18
生活保護費の口座振込促進により業務効率化
を図る

21 病後児保育室の利用者を増やそう 保育課 計画どおりR1 R5

＜基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！＞

＜実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内＞

改革プログラム №1

取りまとめ課 企画課

3 防災意識を高めよう 危機管理課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

8

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

改革
達成年度
（目標）

H30

市民のための親切・丁寧な対応・行動

計画数

開始
年度

永年継続

自己評価を支持

市民課 計画どおり窓口事務の改善 自己評価を支持H30 永年継続4

永年継続

13 下水道施設の定期的な点検とパトロール 下水道課 計画どおり

15 窓口サービスの向上のための６箇条 支所市民福祉課 計画どおりH30

H30 R4

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
〇機会を捉えて出前講座を実施します。
〇「洪水・内水氾濫ハザードマップ」を使用して、避難を促す取組を実施します。

中間報告

〇社会福祉協議会主催の災害ボランティア養成講座や児玉中学校ＰＴＡによる学校開放講座等に出向き、出前講座を実施
しました。
○「本庄市防災ガイドブック」と「洪水・内水氾濫ハザードマップ」の見方や、最新の避難情報等について解説し、円滑
な避難を促す取組を実施しました。

今後の対応
（年度中の取組）

引き続き、出前講座と「洪水・内水氾濫ハザードマップ」を使用した円滑な避難を促す
取組を実施します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

災害に対する日頃からの備えや心構え、災害時の適切な避難行動についての市民の自
助・共助意識の高揚が図られます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
自治会・自主防災隊等の実施する防災訓練等に、市職員等が伺い、分かりやすい訓練・
研修を実施します。

改革の手段
〇防災計画やハザードマップを活用した防災訓練・研修を実施します。
〇防災ハンドブックを作成し活用します。

実行課 危機管理課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 3 防災意識を高めよう

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を図りつつ、窓口に案内係員を配置し、窓口
サービスの向上に努めます。

中間報告
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、カウンター内に案内係員を配置しました。
○キャッシュレス決済の開始、マイナンバーカードの出張申請及び土日申請サポートの実施、国民年金のパンフレット等
の見直しなど、様々な方法で窓口サービスの向上を図りました。

今後の対応
（年度中の取組）

新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、カウンター内からの案内の充実を図りなが
ら、窓口サービスの更なる向上に努めます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

来客者への丁寧な対応、窓口事務の迅速化、窓口サービスの向上につながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
窓口サービスの向上や窓口事務の迅速化を図るため、申請書の記入の仕方や証明書の種
類等が分からない来客者が困らないよう記載指導係員を配置します。

改革の手段 市民課の待合フロアに窓口案内兼記載指導係員を１名配置します。

実行課 市民課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 4 窓口事務の改善

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

取りまとめ課

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！　

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内　

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動

企画課

下水道施設の定期的な点検とパトロール

実行課

計画名 13

下水道課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R4

改革の内容
下水道施設について定期的に点検パトロールを行い施設の状態を把握することで、維持
管理が容易となり、苦情や事故等の防止が可能となります。

改革の手段
点検チームを発足させ、定期的なパトロールを行い、故障、損傷、破損等の調査結果を
収集してデータベース化していきます。

改革により
期待される効果

蓄積したデータを基に、早急に対応する案件や長期的な計画での修繕計画が立てられ、
安定した予算策定が可能となり、平準化した事業が可能となります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
点検パトロールを継続することで、更なるデータ収集及びマンホール蓋の劣化状況等を
把握し、計画的な更新を行うなかで効率的・効果的な維持管理を図ります。

中間報告

○点検対象地域を定め、令和４年10月上旬から令和５年２月にかけて、マンホール点検パトロールを2班体制で実施す
る予定です。
○他事業関連や劣化状況により緊急性の高いマンホール蓋の更新を随時行っています。
○現在の実績として、20箇所のマンホール蓋の更新を行い、約60箇所の更新工事の発注を予定しています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

今年度の目標であるマンホール点検パトロール約2,000枚を実施し、これらの点検結果に基づ
き、中長期的な修繕計画に反映させることで修繕等の費用の平準化を図ります。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動

取りまとめ課 企画課

計画名 15 窓口サービスの向上のための６箇条

永年継続

改革の内容 共通した接遇の心構えを身につけ、常にお客様から信頼される接客に努めます。

改革の手段 「窓口の心構え６箇条」を掲げ、身につけ、丁寧な接客に努めます。

実行課 支所市民福祉課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

職員としての自覚が目覚めるとともに、市民に信頼される市役所の実現、更には、協働
によるまちづくりの推進が期待されます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
市職員一人一人が協調性と業務に対する認識を新たにし、適切な接客を行うために「窓口の心
構え６箇条」を励行し、市民に信頼され必要とされる支所市民福祉課を目指します。

中間報告
「窓口の心構え６箇条」を、事務室窓口上部に掲示し職員に励行を促しました。職員全員が、
お客様の立場に立ったわかりやすい説明、対応を実践するとともに、お客様のニーズに応え気
持ちの良い対応をすることで、市民に信頼される支所市民福祉課を目指しています。

今後の対応
（年度中の取組）

職員全員が「窓口の心構え６箇条」を励行し、お客様の立場に立った適切な対応ができるよ
う、笑顔での接客を心がけ、求められているニーズに的確に応え、信頼される支所市民福祉課
を目指すとともに、職員一人一人に市役所職員としての自覚を促します。

最終報告
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 令和４年４月１日現在１３世帯の窓口現金支給件数を１０世帯まで削減します。

中間報告 令和４年９月末現在、窓口現金支給件数は１１世帯です。

今後の対応
（年度中の取組）

新規開始世帯へは、速やかに口座振込により生活保護費を支給します。また、引き続き
窓口現金受給者に対しては、担当ケースワーカー及び経理担当者が口座振込を促しま
す。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

○現金封入や支給完了日までの現金管理の業務量が削減され業務効率が向上します。
○福祉事務所内での現金取扱いに伴う紛失リスクが軽減され、適正な生活保護費支給事
務を遂行できます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
生活保護費の口座振込化の促進により、窓口現金支給に係る業務量を削減し、同時に保
護費紛失等のリスクを削減します。

改革の手段
窓口現金受給者に対して、担当ケースワーカー及び経理担当者が口座振込を丁寧に促
し、阻害要因がある場合は受給者に寄り添い、共に解決を図ります。

実行課 生活支援課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 18 生活保護費の口座振込促進により業務効率化を図る

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

○引き続き、一時保育利用者や子育て支援センター利用者への働きかけを行います。
○本庄市内の保育園、認定こども園、幼稚園、児玉地区の学童保育室等にポスターの掲示や
リーフレットの配布を依頼します。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
○市内小学校へのポスターの掲示や、乳幼児健診時にリーフレットを配布するとともに、いずみ保育所の一
時保育利用者や子育て支援センター利用者へは看護師から周知します。
○保護者が利用しやすい事業となるよう、病院への働きかけの方法を嘱託医と相談して決定します。

中間報告 ○嘱託医に相談し、本庄市内主要小児科医院にポスターを掲示し、リーフレット・診療情報提供書等を備えました。
○本庄地区の学童保育室にもリーフレットを配布したほか、一時保育利用者等への説明も行い、周知を徹底しました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
病後児保育室が開設され8年が経過し利用された方のリピート率が高いことから必要性や利便性はあるものと
考えますが、利用日数は過去5年、平均4日と伸び悩んでいます。仕事をしながらや、緊急時など保護者の負
担の軽減につながるよう、病後児保育室をPRし利用を促すような働きかけをします。

改革の手段 ○ポスターを病院に掲示、保育係の発送する文書にチラシを入れる、広報紙に詳しく定期的に記事を掲載します。
○「本庄市病後児保育事業利用申請書」を病院に備えてもらい、いざという時に備えてもらいます。

改革により
期待される効果

罹患や怪我の起こる頻度が高い乳幼児期・学童期の子どもを持つ保護者の、子育ての負
担の軽減につながります。

病後児保育室の利用者を増やそう

実行課

計画名 21

保育課 開始年度 R1 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

基本方針１　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目１　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動

企画課
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

取りまとめ課

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム №1 市民のための親切・丁寧な対応・行動

企画課

市民からの情報提供をもとに道路の維持・保全の効率化

実行課

計画名 31

道路整備課 開始年度 R2 改革達成年度（目標） R4

改革の内容 市民から積極的に情報提供をいただくことで、道路の維持管理の効率化を図ります。

改革の手段
道路上の不具合箇所（穴や落下物等）について、市民が情報提供しやすいよう、既存の
市ホームページを分かりやすいものにします。

改革により
期待される効果

市民から積極的に情報提供（場所や現場写真等）をいただくことにより、不具合箇所の
明瞭化と迅速な対応が可能になります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
○より多くの情報を得られるよう、広報による定期的な周知を行っていきます。
○市民が情報提供しやすい方法を検討していきます。

中間報告
8月10日の「道の日」に合わせ、道路に関する情報提供について広報掲載を行った結
果、多数の道路の不具合等に関する連絡がありました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

広報掲載による効果を検証し、引き続き情報提供について周知を検討していきます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 課内でよくある問合せを精査し、市ホームページへFAQを掲載します。

中間報告
障害福祉課のホームページ内容及び電話での問合せが多い事項について確認し、現状を
把握しました。

今後の対応
（年度中の取組）

既存の市ホームページの更新に併せて、FAQを掲載します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

夜間や休日でも、障害福祉サービスに関する基本的な情報を得ることができるようにな
ります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容
電話や窓口対応に加え、市ホームページの掲載情報を充実させることによって、時間や
曜日を問わず、必要な情報や申請書類を得られるようにします。

改革の手段 市ホームページにFAQ（頻繁に尋ねられる質問）を掲載します。

実行課 障害福祉課 開始年度 R4 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 35 市ホームページの掲載情報の充実

基本方針１市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目１市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム No.1 市民のための親切・丁寧な対応・行動
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

R1 永年継続

行政改革推進本部
評価

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0

未着手 0

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では計画どおりに進行しており、年度目標の達成に向けて進捗し
ています。

0%

計画どおり 1 100%

計画より遅れている 0 0%

＜基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！＞

＜実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内＞

改革プログラム №2

取りまとめ課 企画課

5 請求書等様式の改善 市民課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1

市民のための申請書様式等の見直し

計画数

自己評価を支持

開始
年度

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 1 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

1 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 市民等の利便性の向上に資するよう、各種様式等の見直しを行います。

中間報告
○マイナポイント申請支援のための聞き取り票を作成しました。
○マイナンバーカード交付様式の見直しを行いました。

今後の対応
（年度中の取組）

各種窓口様式について、引き続き見直しを行います。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

手続に要する時間が削減され、市民の負担が軽減します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容 申請書様式等の見直しを図ります。

改革の手段 同一の内容を複数回記入する必要がある申請書様式等を見直します。

実行課 市民課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 5 請求書等様式の改善

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内　

改革プログラム №2 市民のための申請書様式等の見直し
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

R3 R6

行政改革推進本部
評価

指摘あり（進捗管理
シート参照）

再検討 1 100%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 0 0%

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

本プログラムの計画は1件ですが、計画どおりに進捗しています。

＜基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！＞

＜実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内＞

改革プログラム №3

取りまとめ課 情報システム課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

4 公共施設予約システムの運用改善
スポーツ推進課
市民活動推進課

生涯学習課
再検討

1

インターネットでの申請手続の検討

計画数

開始
年度

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 1 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

0 0% 「中間自己評価」について、「計画どおり」から「再検討」に変更すること。ま
た、計画を再検討するに当たり、システムの運用方針等について十分に調査、研
究した上で、方向性を決定すること。指摘あり 1 100%

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

「中間自己評価」について、「計画どお
り」から「再検討」に変更すること。ま
た、計画を再検討するに当たり、システム
の運用方針等について十分に調査、研究し
た上で、方向性を決定すること。
※指摘に基づいて、一部修正済み。

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
令和６年３月のシステム更新に向け、市民への周知を行うとともに調査・研究を実施
し、所管部署と団体利用登録制度導入等の検討を行います。

中間報告
公共施設予約システムを運用する部署が集まり、現状の報告や課題等を出し合い、運用方針やシステム改修
時期等について調査・研究しました。その結果、システムの改修時期は令和７年３月が最も望ましいという
こととなり、それに向けて調整を行っています。

今後の対応
（年度中の取組）

改修年度は遅れることとなりましたが、調査・研究等は実施しています。引き続き公共施設予
約システムについて市民に周知するとともに、運用方針等について調査・研究等を実施してい
きます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

〇公共施設予約システムを改修することにより、施設利用者がパソコンやスマートフォ
ンで施設の空き状況を確認し、仮予約ができるようになります。
〇受付等の改善を図ることにより、利用者の利便性が向上します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R6

改革の内容 施設利用者の利便性を向上させるため、公共施設予約システムの運用を改善します。

改革の手段
公共施設予約システムの更新時（令和６年３月）にシステム改修を行い、令和６年度に
受付等の運用改善を図ります。

実行課 スポーツ推進課・市民活動推進課・生涯学習課 開始年度 R3 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 4 公共施設予約システムの運用改善

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム No.3 インターネットでの申請手続の検討
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 1 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

1 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

＜基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！＞

＜実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内＞

改革プログラム №4

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

2
市民の気持ちに寄り添えるふくし相談を目指
そう

地域福祉課
生活支援課

計画どおり

1

窓口体制の在り方の検討

計画数

開始
年度

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では計画どおりに進行しており、年度目標の達成に向けて進捗し
ています。

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 1 100%

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

Ｒ2 Ｒ4
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
〇今年度設置されたふくしの総合相談窓口の事例や各窓口における複雑なふくしの相談の事例を基に、ケー
ス会議等による研修、意見交換を行い、検討を通じた市職員の能力向上に取り組みます。
〇先進地の事例等を通してアセスメントシートの検討を行います。

中間報告
○令和５年１月に埼玉県のアドバイザーを招いて職員研修会の開催を予定しています。
○各課で共通して利用可能なアセスメントシートを作成するため、各課の様式を参考に
案の作成を進めています。

今後の対応
（年度中の取組）

○令和５年１月に埼玉県のアドバイザーを招いて職員研修会を開催し、市職員の能力向
上に取り組みます。
○アセスメントシートの案を作成し、各課で共通して利用できるよう検討を行います。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

〇複合的で複雑なふくしの相談についても市民を適切な相談先へつなぐことができます。
〇ふくし相談における職員の知識や能力の向上が図られることにより、困りごとを抱えた市民が相談しやすい
窓口になります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容
制度の狭間のような複合的で複雑なふくしの相談についても、関係各課で連携を図りな
がら対応し、必要に応じて適切な行政窓口や地域資源へつないでいけるように、窓口業
務の効率化を目指します。

改革の手段
適切な相談を行うために必要なツール（相談マニュアル、アセスメントシート等）や、
地域福祉の知識を深めるための職員研修の方法を開発します。

実行課 地域福祉課・生活支援課 開始年度 R2 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 2 市民の気持ちに寄り添えるふくし相談を目指そう

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目1　市民に分かりやすい窓口対応・手続案内　

改革プログラム №4 窓口体制の在り方の検討
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

＜基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！＞

＜実施項目2　国際交流の推進＞

改革プログラム №5 国際化に対応した窓口・手続案内

取りまとめ課 市民活動推進課 計画数 2

計画名 実行課
開始
年度

改革
達成年度
（目標）

自己評価
（R4中間）

行政改革推進本部
評価

1
外国人市民にも安心して利用してもらえる、
分かりやすい市役所にしよう！

市民活動推進課 H30 R5 計画どおり 自己評価を支持

2 市作成刊行物の多言語配信 市民活動推進課 H30 R5 計画どおり 自己評価を支持

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計 2 100%

計画どおり 2 100%

計画より遅れている 0 0%

再検討 0 0%

計 2 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

2計画とも、計画どおりに進捗しています。

基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。

評価区分 計画数 割合 本部意見

自己評価を支持 2 100%

指摘あり 0 0%

未着手 0 0% 備　　考

中止 0 0%
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
市職員に対して「やさしい日本語」に関する情報提供を行い、「やさしい日本語」の使
用を促進します。

中間報告
令和４年度の本庄市国際交流協会総会後に、埼玉県の県政出前講座「やさしい日本語」
の講話を実施し、協会会員及び市民へ「やさしい日本語」への理解促進を図りました。

今後の対応
（年度中の取組）

東京出入国在留管理局で作成した「公的機関向け やさしい日本語」の研修資料や、法
務省の「やさしい日本語」動画サイト等をグループウェアシステムの掲示板に掲載し、
市職員に「やさしい日本語」の周知を図ります。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

○本市在住や転入した外国人が、安心して生活することができます。
○外国人が必要な情報を取得しやすくなります。
○外国人と日本人との交流が増え、多文化共生の社会が実現します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R5

改革の内容
本市在住の外国人や転入した外国人等、日本語を上手く話せない外国人に分かりやすく
情報を提供します。

改革の手段
○本市在住や転入した外国人のために、分かりやすい多言語の「くらしのガイド」を活用します。
○本庄市国際交流協会と連携し、通訳・翻訳ボランティア等の対応を現在よりも充実させます。
○市保有の翻訳タブレット端末を活用し、1人で困っている外国人にも積極的に案内します。

実行課 市民活動推進課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 市民活動推進課

計画名 1 外国人市民にも安心して利用してもらえる、分かりやすい市役所にしよう！

基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目2　国際交流の推進

改革プログラム №5 国際化に対応した窓口・手続案内
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基本方針1　市民に分かりやすい市役所にしよう！

実施項目2　国際交流の推進

改革プログラム №5 国際化に対応した窓口・手続案内

取りまとめ課 市民活動推進課

計画名 2 市作成刊行物の多言語配信

R5

改革の内容
本市在住の外国人や転入した外国人等、日本語を上手く話せない外国人に分かりやすく
情報を提供します。

改革の手段 多言語化するソフトを導入します。

実行課 市民活動推進課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

市印刷物を多言語にて提示できます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
「Catalog Pocket（カタポケ）」（多言語コンテンツを、スマートフォンやタブレッ
ト端末に向けて手軽に配信できるクラウドサービス）について、引き続き本庄市国際交
流協会のイベント等で周知し、インストールする方を増やします。

中間報告
○令和４年４月発行の本庄市国際交流協会広報紙にカタポケの記事を掲載し、５月に開
催した本庄市国際交流協会総会でもカタポケを周知しました。
○本市に転入してきた外国人へ、市民課でカタポケのチラシを配布し周知しました。

今後の対応
（年度中の取組）

本庄市国際交流協会のイベントや市民課窓口にて、引き続きカタポケの周知を図ってい
きます。

最終報告
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

自己評価を支持

計画どおり 自己評価を支持

計画どおり 自己評価を支持

計 9 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 9 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

8 89% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題を十分に分析・整理
した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を徹底すること。また、市ホームページの
掲載内容については、最新の情報となるよう努めること。指摘あり 1 11%

自己評価を支持

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化＞

改革プログラム №6

取りまとめ課 情報システム課

2 eLTAX利用率の向上！ 課税課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1
市ホームページのウェブアクセシビリティ準
拠の徹底

広報課

9

ICTの有効活用

計画数

開始
年度

13 見やすい市ホームページを作成します 市民課 計画どおりR1 永年継続

3 タブレット端末の活用 課税課 計画どおり

12
市民への交通安全情報を市ホームページに見
やすく掲載

危機管理課 計画どおり

評価区分 計画数

永年継続

22
インターネット等を利用した蔵書の検索や予
約

図書館 R1 永年継続

R1

計画どおり

R4中間報告まとめ

R4

オープンデータの幅を広げよう

ＩCT技術を取り入れた浄水場や配水場等の管
理を行います

R3

R3

29

31

情報システム課

全9計画について、計画どおり進捗しています。

21 図書館ホームページで適正な情報発信 図書館 計画どおり

中止 0 0%

自己評価を支持

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 9 100%

計画より遅れている 0 0%

R4

指摘あり（進捗管理
シート参照）

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

自己評価を支持

自己評価を支持

計画どおり

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30

H30

H30

R1

R5

R4

R4

永年継続 自己評価を支持

再検討 0 0%

割合

水道課
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取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用

情報システム課

市ホームページのウェブアクセシビリティ準拠の徹底

実行課

計画名 1

広報課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R5

改革の内容
市ホームページをウェブアクセシビリティ日本工業規格JIS X 8341-3：2016の要件
に則り作成し提供します。

改革の手段
○ホームページシステムリニューアル時には移行ページをチェックし修正します。
○ウェブアクセシビリティ日本工業規格JIS X 8341-3：2016対応チェック機能を導入しページ作成時に徹底を図ります。
○職員研修を行います。
○市ホームページにリンク（接続）のあるものについても同様のページ作成に努めるよう連携を図ります。

改革により
期待される効果

高齢者や障害者等で身体の機能に制約のある人でも、ウェブで提供されている情報に接
続し利用できるようになります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
市ホームページの定期的なアクセシビリティチェック（利便性の確認）及びリンク
チェック（接続確認）を実施するとともに、研修等、職員全体のアクセシビリティ（利
便性）に対する意識を高める取組を実施します。

中間報告
庁内掲示板への資料掲示や広報連絡担任者会議等でアクセシビリティチェックの徹底を
依頼したほか、定期的なリンクチェックを実施しました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

引き続き、アクセシビリティチェックの徹底及びリンクチェックの実施をしていきま
す。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

○償却資産申告書を送付する際、eLTAXのPRチラシを同封します。また、給与支払報告書（総括表）にeLTAXのロゴを印刷し、啓発活
動に取り組みます。
○eLTAX利用促進を図るために市ホームページや広報紙で啓発活動を行うほか、税理士会に利用促進に向けた働きかけを行います。
○事務処理の効率化を実現するため、業務の見直しを行うほか、業務のＲＰＡ化を進めます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
○eLTAXの認知度を高める周知活動を行うことにより、各申告書（年金支払報告書は
除く）のeLTAX利用件数の増加を目指します。
○事務処理の効率化を進め、時間外勤務時間の削減を図ります。

中間報告

○毎月、特別徴収税額決定通知書及び法人市民税申告書を送付する際、eLTAXのPRチラシを同封し、特別徴収義務者等
に周知活動を実施しています。
○現在、紙媒体で給与支払報告書を提出している事業者のうち、提出枚数が30枚以上の事業者に対し電子データ
（eLTAX又は光ディスク）による提出を依頼しました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容 eLTAXの利用を推進することにより、事務の効率化を図っていきます。

改革の手段
税理士会等への働きかけ、市ホームページへの掲載、市から発送する郵便物等に印刷す
ることによりeLTAXの利用促進に努めます。

改革により
期待される効果

○申告書等の受付及び点検作業に係る時間が短縮され事務の軽減が図られるとともに、時間外勤
務手当に関わる経費削減につながります。
○パンチミスを防止することができ、適正な課税の実現につながります。

eLTAX利用率の向上！

実行課

計画名 2

課税課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用

情報システム課
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
業務の効率化等のために最適なシステムとなるよう、詳細について最終確認を行い、円
滑な導入及び運用を図れるよう取り組みます。

中間報告
○令和4年6月にGISタブレット端末賃貸借契約を締結し、8月から運用を開始しました。
○固定資産（土地）評価の基となる路線価付設のための道路現地調査にシステムを導入し、作
業効率の向上や資料整理の改善が図られています。

今後の対応
（年度中の取組）

○道路現地調査完了後、土地の利用状況調査など、他の調査への効果的な活用法につい
て研究を進めます。
○現地調査以外の納税者説明等への使用について検討を行います。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

事務作業の効率化や窓口説明の明瞭化・迅速化が実現します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容 ＩＣＴを積極的に活用することにより、事務の効率化を図ります。

改革の手段
タブレット端末に統合型ＧＩＳを導入することについて検討を進め、窓口業務や事務執
行での有効活用に努めます。

実行課 課税課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 3 タブレット端末の活用

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
令和3年度に作成した「本庄市ヒヤリハットマップ」を市ホームページや交通安全運動
などで市民等にお知らせするとともに、精度や見やすさ、使いやすさ等について検証
し、より良いものに更新します。

中間報告
市内の交通事故の発生率が高い場所を示した「本庄市ヒヤリハットマップ」を市ホーム
ページに掲載しました。

今後の対応
（年度中の取組）

「本庄市ヒヤリハットマップ」をより精度の高いものにバージョンアップするととも
に、市民からの情報や意見を取り入れ、その場所がどのように危ないのか分かるような
工夫を加えます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

交通安全について、視覚的に広報することにより、市民に身近な問題と感じてもらうこ
とができます。それにより、市民の交通安全に対する意識が高まります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容 市ホームページの情報を文字だけでなく、地図情報や写真、動画等の活用を図ります。

改革の手段
市ホームページの構成を再検討し、地図情報等の活用を検討します。必要に応じて、埼
玉県や埼玉県警本部のホームページへの接続も検討します。

実行課 危機管理課 開始年度 Ｒ１ 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 12 市民への交通安全情報を市ホームページに見やすく記載

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用
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基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用

取りまとめ課 情報システム課

計画名 13  見やすい市ホームページを作成します

永年継続

改革の内容 市ホームページの掲載内容の見直しを行います。

改革の手段
市ホームページの掲載内容について、分かりづらいところは無いか等の見直しを行いま
す。

実行課 市民課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

市民からの問合せ等において、窓口説明の明瞭化・迅速化が実現します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見
基本的に自己評価を支持するが、市ホーム
ページの掲載内容については、最新の情報
となるよう努めること。

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
申請手続の案内や制度改正情報等について、適宜市ホームページに掲載し、内容の充実
に努めます。

中間報告
○一部証明書の手数料の改定及び郵送請求の変更等のお知らせや、「みんなの年金ポータル」の追加情報に
ついて、市ホームページに掲載しました。
○マイナンバーカードの日曜交付について、市ホームページからインターネット予約を開始しました。

今後の対応
（年度中の取組）

担当ごとに必要情報の掲載及び全体の見直しを行い、分かりやすい市ホームページを目
指します。

最終報告
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
新図書館システムの導入と合わせて、蔵書検索や図書予約、イベントなど利用者の利便
性が向上するホームページへの刷新を図ります。

中間報告
令和４年７月の新図書館システムの導入に伴い、図書館ホームページを刷新しました。
全体の掲載レイアウトや表現の工夫等により、利用者のニーズに応じた情報の提供を図
りました。

今後の対応
（年度中の取組）

引き続き、利用者が見つけやすく、分かりやすい情報の提供方法を検討します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

分かりやすく掲載することにより、簡単な問合せの減少や予約システムの利用の増加を
もたらし、事務の軽減につながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容 図書館らしく親しみやすい情報発信や、市民に分かりやすい掲載の仕方を心がけます。

改革の手段 既に掲載済みの情報も含め、改善できる点がないか検証します。

実行課 図書館 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 21 図書館ホームページで適正な情報発信

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
新図書館システムの導入に合わせて、蔵書の検索スピードの向上やWEB・OPAC（イ
ンターネット上の蔵書目録検索システム）を利用したウェブ予約の促進を図ります。

中間報告 チラシや館内掲示により、ウェブ予約について周知を図りました。

今後の対応
（年度中の取組）

引き続き、窓口等で積極的に周知を行い、ウェブ予約の促進を図ります。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

パスワード登録（予約機能を利用するための登録）の登録者を増やすことにより、申請
書での予約受付や電話での連絡が減少し、事務の軽減につながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
図書館ホームページからの予約の利便性や、パスワード登録（予約機能を利用するため
の登録）について周知に努めます。

改革の手段 図書館利用カードの登録申込の際や読書相談の機会に、窓口で積極的に周知します。

実行課 図書館 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 22 インターネット等を利用した蔵書の検索や予約

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

ｋ

達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

○更新準備ができ次第、データの更新を行います。
○引き続き、来年度へ向けて各課との調整を行います。

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

改革により
期待される効果

本市の情報がアプリや雑誌へ掲載される可能性が高まります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標 オープンデータの更なる充実を図ります。

中間報告
○各課の情報を整理し、埼玉県及び本市のホームページに掲載済データの更新準備を
行っています。
○来年度以降、更なるオープンデータの公開に向けて、各課との調整を行っています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

取組効果

最終自己評価

取りまとめ課

最終報告

改革の手段
〇関係各課よりオープンデータに掲載できる情報の提供を受け、整理し掲載します。
〇埼玉県のホームページに本市の情報の掲載を促します。

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用

改革の内容 オープンデータの掲載量を増やし、より活用しやすくします。

情報システム課

オープンデータの幅を広げよう

実行課

計画名 29

情報システム課 開始年度 R3 改革達成年度（目標） R4
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意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

〇次年度以降に発注する運転監視システムの自動化プログラム（一部）の選定を行いま
す。
〇施設の点検記録などを支援ツールに取り込むための手段等を計画しています。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

改革により
期待される効果

〇運転監視員におけるヒューマンエラーを排除することで安定した運転を実現するとともに、昼夜における運転監視員の人員を削減し、年
間の維持管理費用の削減ができます。
〇日々の点検記録を、アセットマネジメントのデータとして活用し、施設の更新や修繕などの費用の平準化が見込めます。
〇安定した水道水の供給を維持するとともに、低廉な水を供給することができます。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
〇運転監視システムの自動化に向けた工事を発注します。
〇施設の点検管理システムの構築に向けて、導入方法等の検討を実施します。

中間報告
〇運転監視システムの自動化に向けたプログラム更新工事（一部）を発注しました。
〇アセットマネジメントの支援ツールとして、台帳整備を実施しています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
ICT技術を活用し、運転監視システムの自動化や施設の点検管理を行うことで、運転監視
人員の削減や施設管理の向上を行い維持管理費のコスト削減を目指します。

改革の手段 中央監視システムの自動化や施設点検管理システムの導入を行います。

情報システム課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

ICT技術を取り入れた浄水場や配水場などの管理を行います

実行課

計画名 31

水道課 開始年度 R3 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №6 ICTの有効活用
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 2 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 2 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

2 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

11
公共料金明細事前通知サービスを導入し、公
共料金の支払伝票の自動起票を図ります

会計課 計画どおり

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化＞

改革プログラム №7

取りまとめ課 情報システム課

2 文書保存の見直しとキャビネットの整備 保険課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

2

庶務業務等の効率化

計画数

開始
年度

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 2 100%

計画より遅れている 0 0%

再検討 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

全２計画について、計画どおりに進捗しています。

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30

R4

R4

R4

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
フォルダーに保存してある文書を見直し、適正な文書管理をすることにより、保存場所
の確保及び業務の効率化を図ります。

中間報告
資料フォルダーの保存文書を確認し、参照価値が消滅した文書の廃棄及び保存文書の整
理を行いました。

今後の対応
（年度中の取組）

業務の効率化を図るため、個々の職員が文書管理システムでの適正な文書管理に取り組
むとともに、引き続き紙文書の適正管理に努めます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

○保存文書が探しやすく、業務の効率化が図られます。
○働きやすい環境を整えることができます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容
４S運動を再認識し、保存文書の見直し、大量に使用する用紙等の保管場所の見直しとと
もに、キャビネット等の整備を行い、執務室の整理整頓を推進します。

改革の手段
１か月に一度執務時間内に職員全員で保存文書を見直し、電子データでの保管でよい文
書や保存の必要のない紙文書は破棄し、保存場所を確保します。大量に使用する用紙の
残部はできるだけ倉庫で管理します。

実行課 保険課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 情報システム課

計画名 2 文書保存の見直しとキャビネットの整備

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目1　情報通信技術（ICT）の活用による事務の効率化

改革プログラム №7 庶務業務等の効率化
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針１市民に分かりやすい市役所にしよう！

公共料金明細事前通知サービスを導入し、公共料金の支払伝票の自動起票を図ります

実行課

計画名 11

会計課 開始年度 R4 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

実施項目１市民に分かりやすい窓口対応・手続案内

改革プログラム No.7 庶務業務等の効率化

改革の内容 公共料金の支払を口座振替とし、納付書による支払に伴う事務負担の軽減を図ります。

改革の手段
公共料金の支払を口座振替にするとともに、口座振替情報を事前に入手し、財務会計シ
ステムと連携させ、支出伝票を自動起票させる仕組みを導入します。

情報システム課

改革により
期待される効果

各課での支出伝票の起票が省略でき、会計課での審査事務の軽減や納付書の保管等の作
業がなくなり、かつ、口座振替のため確実に期限までに支払うことができます。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
公共料金の支払を口座振替にするとともに、口座振替情報を事前に入手し、財務会計シ
ステムと連携させ、支出伝票を自動起票させる仕組みを導入します。

中間報告
各課から支出伝票と納付書の提出を求め、口座振替情報と財務会計システムとの連携に
必要な予算情報（以下「マッチングデータ」という。）を作成しました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

○マッチングデータをもとに口座振替依頼書を作成し、公共料金収納機関に提出します。
○口座振替への移行に対応するため、口座振替情報を受け取り、財務会計システムに連携させ
る機能を追加し、口座振替の開始に備えます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 4 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 4 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

4 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目2　効率的・効果的な庁内連携＞

改革プログラム №8

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

4

業務マニュアルの充実

計画数

開始
年度

改革
達成年度
（目標）

永年継続

R1

R1

永年継続

永年継続

6 図書館マニュアルの改訂 図書館 計画どおりH30 永年継続

4 100%

中止 0 0%

計画より早い 0

未着手 0 0% 備　　考

再検討 0 0%

計画より遅れている 0 0%

達成 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では、4計画全てが計画どおりに進行しており、年度目標の達成
に向けて進捗しています。

0%

計画どおり

自己評価を支持

自己評価を支持

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

自己評価を支持

9 相談における適切な対応の継続と質の向上 子育て支援課 計画どおり

7 業務マニュアルの充実 市民課 計画どおり

10
「市立小中学校事務処理マニュアル」の有効
活用

教育総務課 計画どおりR1
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
新図書館システムの導入に合わせた事務の効率化と統一化を進めるため、図書館マニュ
アルの改訂を行います。

中間報告 事務手続きや様式の変更がある場合は、適宜修正や差し替えを行っています。

今後の対応
（年度中の取組）

職員の意見が反映されているか、改善事項は無いか確認しながら、令和５年度版図書館
マニュアルの作成準備を進めます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

市職員・臨時職員・委託職員ともに利用者への対応が統一的、かつ、効率的に行えるよ
うになります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容 図書館マニュアルを常に最新の状態とし、事務改善につなげていきます。

改革の手段 職員間の協議により作成します。

実行課 図書館 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 6 図書館マニュアルの改訂

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №8 業務マニュアルの充実
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 窓口や電話での問合せに適切に対応できるよう、業務マニュアルの見直しを行います。

中間報告
人口統計及びマイナンバーカード受付・交付事務のマニュアルについて見直しを行いま
した。

今後の対応
（年度中の取組）

日曜日窓口パスポート交付事務マニュアルや、その他のマニュアルの見直し・修正を行
い、適切な内容に更新します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

業務マニュアルに従って正確な事務処理を行うことにより仕事の効率化が図られます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容 業務マニュアルの作成または見直しを行います。

改革の手段
窓口での適切な対応の維持や、職員が効率よく習得するための環境整備を目的として、
業務マニュアルの作成または見直し等を行い、課内や関係各課で情報共有を図ります。

実行課 市民課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 7 業務マニュアルの充実

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №8 業務マニュアルの充実
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
○要保護児童システムを活用し、迅速な記録と情報共有を進めます。
○書面で確認していた検討協議（受理会議）を対話による会議とし、係員同士が活発に
話し合うことでアセスメント等を行います。

中間報告
○要保護システムを活用し、情報共有を進めています。
○1か月に2回程度、対面による検討協議（受理会議）を開催し、アセスメントを行っ
ています。

今後の対応
（年度中の取組）

検討協議（受理会議）を定期的に確実に開催します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

長期支援事例に対しても、統一した支援方針で安定した継続支援を提供でき、多角的な
視野で検討することで、より適切な支援につながります。また困難事例に当たる職員の
孤立感を防ぎます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
相談を担当する職員全員が、相談・方針・対応の情報を共有し、担当した職員がいない
場合でも、適切なアドバイスができるよう逐次に情報を更新します。

改革の手段 係内協議（理想的には１回／週、最低１回／月）を開催します。

実行課 子育て支援課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 9 相談における適切な対応の継続と質の向上

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №8 業務マニュアルの充実
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №8 業務マニュアルの充実

企画課

「市立小中学校事務処理マニュアル」の有効活用

実行課

計画名 10

教育総務課 開始年度 R1 改革達成年度（目標） 永年継続

改革の内容
「市立小中学校事務処理マニュアル」が学校事務職員等に理解されやすい内容になっているか見
直し、年度当初に行われる小中学校予算説明会においてマニュアルについての説明を徹底すると
ともに、学校事務職員等が正しく事務処理ができるよう実用性のあるものにします。

改革の手段
備品や消耗品を購入する際の見積徴取の仕方、請求書の処理の方法等、間違えやすい例をマニュ
アルに掲載するほか、新たな事例等についてメールや電話等で適宜連絡し、情報共有を行うとと
もに事務処理を行う際の注意喚起を促します。

改革により
期待される効果

学校事務職員の事務処理誤りが減少することにより、教育総務課から事務職員等への指
導、注意等が不要になるとともに、教育総務課での伝票処理事務の効率化につながりま
す。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
間違えやすい事務処理の事例を「市立小中学校事務処理マニュアル」に掲載するとともに、適
宜、各学校へメール等で事務処理に関する注意喚起を促し、学校事務の処理誤りの低減、実行
課の伝票処理事務の合理化・効率化を目指します。

中間報告
○適宜、事務処理の課題を整理し、改善を行い、マニュアルの改訂を行っています。
○マニュアルは電子化しており、ペーパーレス化を図っています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

随時、学校からの意見、要望等をヒアリングしながら、マニュアルをブラッシュアップ
し、各学校事務担当者等と情報共有を行います。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 5 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 5 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

4 80% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題を十分に分析・整理
した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を徹底すること。また、「計画より遅れて
いる」となっている計画については、「今後の対応」により具体的な内容を記載すること。指摘あり 1 20%

自己評価を支持

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目2　効率的・効果的な庁内連携＞

改革プログラム №9

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

5

庁内連携体制の強化

計画数

開始
年度

改革
達成年度
（目標）

行政改革推進本部
評価

6 福祉窓口の多チャンネル化 地域福祉課 計画より遅れている

自己評価を支持

指摘あり（進捗管理
シート参照）

16
関係各課の連携による特定外来生物クビアカ
ツヤカミキリの防除

環境推進課
支所環境産業課

計画どおり

12 徴収サポートの実施 収納課 計画どおり

1 企業誘致推進に向けた庁内協力会議の設置 産業開発室 計画どおりH30

H30

R1

R4

永年継続

R7

永年継続

R4

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 4 80%

計画より遅れている 1 20%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では、「福祉窓口の多チャンネル化」のみ、当初の計画より遅れ
ている状況ですが、他の4計画については計画どおりに進行しており、年
度目標の達成に向けて進捗しています。

未着手 0 0% 備　　考

再検討 0 0%

H30 永年継続9 公園施設マネジメントの推進 都市計画課 計画どおり

自己評価を支持

自己評価を支持

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

次年度に向けた
取組方針

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

取組効果

年度目標
企業誘致に関する課題や新産業用地の創出に向けた課題などに対して整理を行い、効率
的・効果的な庁内連携が図れるよう、実務者レベルの会議を年２回程度開催します。

中間報告
企業誘致に関する課題整理のため、令和４年５月２３日に会議を開催し、関係各課との
情報の共有と連携を図りました。

今後の対応
（年度中の取組）

開催時期は未定ですが、２回目の開催を予定しています。

最終報告

改革の内容
新たな産業用地の創出に向けた調査研究や常に変化する民間の土地情報と企業ニーズのマッチン
グ等に必要な、関係法令やまちづくりとの整合性を図る情報共有の場を設け、効率的・効果的な
庁内連携を図るための仕組みをつくります。

改革の手段
庁内の関係機関と定期的（年2回程度）な実務者レベルでの会議を開催し、課題解決のスピードを上げていき
ます。（財政課、都市計画課、道路整備課、道路管理課、建築開発課、商工観光課、環境推進課、農政課、農
業委員会、水道課、下水道課、文化財保護課など案件ごとに調整が必要な課・室・委員会が参加）

改革により
期待される効果

○事前に庁内調整を図ることは、立地相談の円滑化や開発手続等のスピード化に即応でき、企業進出を後押しする結果につ
ながります。
○法的手続きの準備が円滑に進められ、事務負担を軽減する効果が期待されます。
○企業誘致に投資する効果などの意識共有を図ることで、庁内の連携が高まることが期待されます。

計画名 1 企業誘致推進に向けた庁内協力会議の設置

実行課 産業開発室 開始年度 H30 改革達成年度（目標） 永年継続

改革プログラム №9 庁内連携体制の強化

取りまとめ課 企画課
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №9 庁内連携体制の強化

取りまとめ課 企画課

計画名 6 福祉窓口の多チャンネル化

R7

改革の内容
インターネット等を含めて、市民が自身の日常生活に身近な所で情報を得たり、相談す
ることができる体制を整備し、市民の利便性の向上を図ります。

改革の手段
市内に散在する介護保険事業所等の福祉関係事業者や、医療関係施設、商業施設等と協
働し、市民に身近な相談窓口の拡大を図ります。また、分野を問わないインテーク・ア
セスメントシートを作成し、多職種によるチームアプローチを促進します。

実行課 地域福祉課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

市民の情報アクセシビリティが向上するとともに、支援に必要な情報等の効率的な共有
と、課題を持つ世帯への早期介入ができるようになります。また、多職種連携により、
福祉職員の資質向上にもつながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

年度目標の達成に向けて、原因・課題を十
分に分析、整理した上で、計画どおりに遂
行できるよう進捗管理を徹底すること。
また、「今後の対応」により具体的な内容
を記載すること。
※指摘に基づいて、一部修正済み。

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
見守り覚書の締結や協力体制を構築できる新たな事業者の開拓を通し、福祉窓口の多
チャンネル化を図ります。

中間報告
今年度、新たに本庄市高齢者等支援に関する覚書を締結した事業者はありません。ま
た、事業者からの通報もありません。引き続き、見守り覚書を締結できる事業者の開拓
に取り組み、福祉窓口の多チャンネル化を図ります。

今後の対応
（年度中の取組）

現在、市内事業者１者より、高齢者の見守り活動等について協力したいとお話をいただ
いています。今後は、年度内に見守り覚書を締結できるよう、協議を行っていく予定で
す。

最終報告

-48-



本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №9 庁内連携体制の強化

取りまとめ課 企画課

計画名 9 公園施設マネジメントの推進

永年継続

改革の内容
子育て支援や健康増進、防犯・防災等の課題に対応するため、公園施設を最適化し、計
画的、効果的かつ効率的に管理を行っていきます。

改革の手段 関係各課との調整会議を開催します。

実行課 都市計画課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

公園規模に応じた役割を明確にし、利用者の需要に応じた施設設置と公園の有効活用が
図れます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
緑の基本計画推進のため、関係各課と調整会議を開催し、利用者ニーズに応じた公園整
備を進めます。

中間報告
緑の基本計画の重点戦略で、今後、優先的な検討又は整備が必要なエリアの一つとし
て、小島南エリアを位置付けており、このエリアの市民体育館跡地の整備にあたって、
地元自治会との意見交換会の開催に向け、関係各課と調整会議を実施しました。

今後の対応
（年度中の取組）

地元自治会との意見交換会を開催し、市民体育館跡地の整備方針をまとめるため、引き
続き関係各課との調整会議を実施します。

最終報告
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！　

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携　

改革プログラム №9 庁内連携体制の強化

取りまとめ課 企画課

計画名 12 徴収サポートの実施

永年継続

改革の内容 徴収サポートの実施により、市職員の知識や能力の向上を図ります。

改革の手段
収納課以外の市有債権主管課が納付交渉・時効管理・差押え等を行う場合のアドバイス
や事例研究会等を実施する等の徴収サポートを行うことにより、職員の知識や能力の向
上を図り、収納率を向上させます。

実行課 収納課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

○徴収ノウハウが各組織で蓄積でき、市職員の知識や能力の向上が図れます。
○収納率の向上により、自主財源が確保できます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
徴収に関するアドバイスを随時行い、滞納処分（差押え）や執行停止等の更なる定着を
図ります。

中間報告
徴収に関するアドバイスは随時行っています。市有債権主管課に対して、滞納処分の一
つである「交付要求」について2件のサポートを行い、そのうち1件については徴収に
つながり、収納率の向上に貢献することができました。

今後の対応
（年度中の取組）

市有債権主管課に対して、徴収サポートについて改めて周知し、積極的な活用を促すこ
とで、サポート件数及び徴収金額の増加を図ります。

最終報告
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針２職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

関係各課の連携による特定外来生物クビアカツヤカミキリの防除

実行課

計画名 16

環境推進課、支所環境産業課 開始年度 R4 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

実施項目２効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム No.9 庁内連携体制の強化

改革の内容
特定外来生物クビアカツヤカミキリを防除するにあたり、関係各課で連携して防除計画
を作成し、作業人員を確保することで効果的かつ経済的な防除作業を実施します。

改革の手段 関係各課で連携し、こだま千本桜を中心とした防除を実施します。

企画課

改革により
期待される効果

○樹木への侵入被害を未然に防止し、生態系への影響を抑制します。
○他の地域への被害拡大防止につながります。
○観光資源であるこだま千本桜を守ることにつながります。
○関係各課で連携し、問題意識を共有します。

【令和4年度　実施内容】

年度目標 関係各課で連携して防除計画を作成し、計画に基づいた防除業務を試行します。

中間報告 防除計画を作成し、こだま千本桜の防除業務を行いました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

県補助金を活用し、対象となる薬剤等の経費について、歳出の削減を行います。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30

H30

R5

R4

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

自己評価を支持

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 2 100%

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では、2計画全てが計画どおりに進行しており、年度目標の達成
に向けて進捗しています。

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目2　効率的・効果的な庁内連携＞

改革プログラム №10

取りまとめ課 企画課

3 窓口アンケートの実施 企画課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1 分かりやすく、親しみやすい広報を作ろう！ 広報課 計画どおり

2

市民意見の把握

計画数

開始
年度

計 2 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 2 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

2 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №10 市民意見の把握

企画課

分かりやすく、親しみやすい広報を作ろう！

実行課

計画名 1

広報課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R5

改革の内容
分かりやすく読んでもらえる広報紙となっているか、市民の声を聞き、改善すること
で、広報紙をより有効な情報発信ツールにします。

改革の手段
広報アンケートの充実を図ります。また、市ホームページによるアンケート機能・モニ
ター制度を検討します。

改革により
期待される効果

モニター制度により、意見を集約することができます。市民から親しまれる広報紙・利
用しやすい市ホームページが作成されることで、情報の周知が向上します。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
広報アンケートのほか、市職員向けに「分かりやすく、親しみやすい広報」を目指した
取組等を周知し、紙面の改善に取り組みます。

中間報告

○広報連絡担任者会議において「分かりやすく、親しみやすい広報」を目指した取組等について周知、協力を依頼しまし
た。
○これまでの広報アンケートの意見を参考に、広報ほんじょうのリニューアルを実施しました（通算200号となる９月
号から実施）。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

引き続き広報アンケートを実施するとともに、広報紙を有効な情報発信ツールとして紙
面の改善などに取り組みます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

引き続きインターネットでのアンケートを実施するとともに、庁舎設置型のアンケート
も並行して実施します。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
庁舎設置型の受付期間とは別途にインターネットのみの単独の受付期間を設けること
で、スマートフォン等を用いた電子上の窓口アンケートの需要を確認し、今後のアン
ケート調査の実施方法の最適化を図ります。

中間報告

○令和４年６月７日からインターネットによる窓口アンケートを実施しています。
○庁内ポスターやポケットティッシュ型チラシ等で市民への周知を図り、印刷されたQRコードをスマートフォンで読み
込むことで、手軽に回答できる環境を整えました。
○インターネットによる回答は1４件ありました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
本庄市行政改革大綱実施計画に基づく改革を実施した後、市民満足度を測る必要がある
窓口等の対応についてアンケートを実施する等、市民意見をきちんと把握することで、
市民に真に評価される体制を目指していきます。

改革の手段 窓口等にアンケートBOXを一定の期間設置し、市民意見を聴取します。

改革により
期待される効果

○市民の意見を改革に取り入れることができます。
○市民から真に評価される対応を窓口等で行うことができます。

窓口アンケートの実施

実行課

計画名 3

企画課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目2　効率的・効果的な庁内連携

改革プログラム №10 市民意見の把握

企画課
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 3 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 3 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

3 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目3　職員の意識向上＞

改革プログラム №11

取りまとめ課 行政管理課

4 みんなで協力！お待たせしない窓口！ 支所市民福祉課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

2 職員流動体制を利用しやすいものとする 課税課 計画どおり

3

勤務体制の見直し

計画数

開始
年度

5
支所市民福祉課の窓口業務を幅広く理解し、
効率的・効果的に仕事をしよう！

支所市民福祉課 計画どおり

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

全３計画について、計画どおり進捗しています。

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 3 100%

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

自己評価を支持

自己評価を支持

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30

R1

R2

R4

永年継続

永年継続
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基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №11 勤務体制の見直し

取りまとめ課 行政管理課

計画名 2 職員流動体制を利用しやすいものとする

R4

改革の内容
本庄市職員の流動体制に関する要綱を活用し、市職員の流動を図り、作業効率の向上、
時間外勤務の削減に努めます。

改革の手段 係員以外でも行える業務について、係員相互の流動体制を図ります。

実行課 課税課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

人員の確保、作業効率の向上、時間外勤務の削減を図ることができます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
○繁忙期における各係の事務の効率化を図り、係間の市職員の流動により負担を軽減
し、時間外勤務の削減に努めます。
○取組方針に基づいて、総務部内において市職員の流動を実施します。

中間報告
○課職員一丸となった職務への取組やフォローアップにより、昨年度と比べ時間外勤務を削減することができました。
○部内流動の取組方針に基づき、令和４年６月の選挙事務において職員流動を行いました（行政管理課、課税課及び収納
課の職員を選挙事務に流動）。

今後の対応
（年度中の取組）

○各係の繁忙期には、係員各々が事務の効率化を図りつつ、係間の協力・連携により、
時間外勤務の削減に努めます。
○部内流動については、今後も有効な取組があるか調整を図ります。

最終報告
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
繁忙期における市職員相互の流動体制の確立と、スピーディーなワンストップ窓口サー
ビスの実現を目指します。

中間報告
市職員相互の流動化について、各々の市職員が経験を活かし切磋琢磨することで、状況
に応じて効果的な流動体制を図れるよう、窓口業務の対応方法等を工夫して、お客様の
目線に立った迅速で的確な窓口対応ができるよう取組を進めました。

今後の対応
（年度中の取組）

市職員全員がお客様の目線に立った正確で迅速な窓口対応ができるよう、市職員間の連
携と共通理解を図り、市職員の能力及び窓口サービスの向上を目指します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

お客様への迅速な対応が可能となり、窓口サービスの向上が図られます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
支所市民福祉課窓口業務において係間で、市職員の流動化を図り、窓口事務の迅速化を
図ります。

改革の手段
係間の協力・連携により係員以外でも行える業務について、市職員相互の流動体制を図
ります。

実行課 支所市民福祉課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 行政管理課

計画名 4 みんなで協力！お待たせしない窓口！

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №11 勤務体制の見直し
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
市職員の能力の向上を図り、様々な状況下においても、お客様の立場に立った迅速で的
確な対応、効率的・効果的な窓口対応ができる勤務体制の構築を目指します。

中間報告
各々の市職員が課全体の業務を幅広く理解し、能力の向上に努め、窓口業務の対応方法
等を改善し、様々な状況に応じて係以外の業務においても迅速で的確な対応ができるよ
う課内研修等を実施しています。

今後の対応
（年度中の取組）

市職員全員が同じレベルで対応ができるよう、窓口業務マニュアルを使用して課内研修
等を実施し、各々の市職員が自主的に協力して流動体制を図れるよう、課全体の業務の
理解を深め、より効率的・効果的な窓口対応ができるよう取り組みます。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

〇係以外の業務を幅広く習得することで、特殊要因（新型コロナウイルス等）による他課応援体制等にも、効率的・効果的
な窓口対応ができ、勤務体制が改善できます。
〇様々な状況下においても、お客様に合わせた迅速で的確な対応ができ、市民サービスの向上が図れます。
〇人材育成につながり、市職員の能力の向上が図れます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

永年継続

改革の内容
係以外の業務を幅広く習得することで、課の業務についての理解を深め、繁忙期等に市職員相互の流動体制を
図ります。また、課内で協議して特殊要因（新型コロナウイルス等）による他課応援体制等に備え、窓口対応
の連携等を改めることで、市職員の能力の向上と勤務体制の見直しを図ります。

改革の手段
〇既存の窓口業務マニュアルの充実を図り、課内研修等を実施し、他課応援体制等の際に係以外の業務におい
ても指導できるよう幅広く習得します。
〇課内で協議し窓口業務の対応方法等を改善することで、効率的・効果的な対応ができるよう努めます。

実行課 支所市民福祉課 開始年度 R2 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 行政管理課

計画名 5 支所市民福祉課の窓口業務を幅広く理解し、効率的・効果的に仕事をしよう！

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！　

実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №11 勤務体制の見直し
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 1 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

1 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目3　職員の意識向上＞

改革プログラム №12

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1 職員提案制度の活性化 企画課 計画どおり

1

職員提案制度の活性化

計画数

開始
年度

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では計画どおりに進行しており、年度目標の達成に向けて進捗し
ています。

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 1 100%

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

未着手 0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30 永年継続
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意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

現在、３件の応募があるので、引き続き募集を推進します。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
令和４年度に改正した職員提案規程を活用し、随時、市職員に対して周知を図ること
で、職員提案件数の増加を目指します。（昨年度提案件数：５件）

中間報告
○令和４年４月と９月に職員提案の募集について全庁に周知を図り、随時応募を受け付
けています。
○今年度から記入しやすい新様式を導入しています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
「本庄市職員提案規程」に基づいてアイディアを募集し、事務改善につなげていきま
す。

改革の手段
職員提案件数を増やすため、制度の見直しを行います。
また、職員向けに制度の説明会を開催する等、制度を浸透させます。

改革により
期待される効果

○職員自らの意識改革・行動改革につながります。
○多くのアイディアが集まることにより、市役所の事務改善が進み、市民の利便性の向
上につながります。

職員提案制度の活性化

実行課

計画名 1

企画課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） 永年継続

取りまとめ課

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №12 職員提案制度の活性化

企画課
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

計 2 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 2 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

2 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

中止

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目3　職員の意識向上＞

改革プログラム №13

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

2

若手職員の人材育成と活用

計画数

開始
年度

行政改革推進本部
評価

改革
達成年度
（目標）

4 学童保育等にかかる人材育成 子育て支援課 計画どおり

6 窓口で必要な知識を習得・蓄積・共有 建築開発課 R3 R4 計画どおり

Ｒ2 R4

0 0%

計画どおり 2 100%

0 0%

計画より遅れている

自己評価を支持

自己評価を支持

再検討 0 0%

0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では、2計画全てが計画どおりに進行しており、年度目標の達成
に向けて進捗しています。

達成 0 0%

0 0% 備　　考未着手

計画より早い
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
正規職員とともに会計年度任用職員の研修会への参加を促し、スキルアップ（知識や能
力の向上）を図ります。

中間報告
○様々な子どもと関わる上で、より細やかな対応や安全な保育につなげるため、子どもの発達障害やアレル
ギー疾患に関する講座を、正規職員・会計年度任用職員合わせて47人が受講しました。
○新任職員については、さらに専門性の高い内容の講座を受講し、全体のレベルアップを図っています。

今後の対応
（年度中の取組）

今後は、学童保育者に必要な「放課後児童支援員資格」の取得のための研修、また、地域子育
て支援拠点事業のオンライン配信へ向けて手法を学ぶ研修への参加を予定しています。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

○正規職員と共に会計年度任用職員も研修会等に参加することにより、知識や能力の向上が図れます。
○子どもや保護者との関係性の深まり等、若手職員の育成及びより良い子育て支援につながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容 学童保育等にかかる人材育成を図ります。

改革の手段
正規職員とともに会計年度任用職員も研修会に参加し、知識や能力の向上を目指しま
す。

実行課 子育て支援課 開始年度 R2 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 企画課

計画名 4 学童保育等にかかる人材育成

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №13 若手職員の人材育成と活用
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実施項目3　職員の意識向上

改革プログラム №13 若手職員の人材育成と活用

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

取りまとめ課 企画課

計画名 6 窓口で必要な知識を習得・蓄積・共有

R4

改革の内容 窓口における市職員による対応の統一化を図ります。

改革の手段 課内研修の実施とＱ＆Ａ作成により知識を習得します。

実行課 建築開発課 開始年度 R3 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

回答に矛盾が生じず、トラブルの発生を未然に回避できます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 窓口等対応マニュアル（Ｑ＆Ａ集）の内容を検証し、適宜見直していきます。

中間報告 年度当初に当課に配属された職員への研修を実施しました。

今後の対応
（年度中の取組）

窓口等対応マニュアル（Q＆A集）の内容について、課内の全職員に見直しの有無を確
認します。

最終報告
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

0 0% 備　　考未着手

計画より早い

自己評価を支持

再検討 0 0%

0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では計画どおりに進行しており、年度目標の達成に向けて進捗し
ています。

達成 0 0%

0 0%

計画どおり 1 100%

0 0%

計画より遅れている

4
民間の技術力を活用した業務の効率化を目指
します

水道課 計画どおりＲ4 Ｒ6

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目4　民間活力の活用＞

改革プログラム №14

取りまとめ課 企画課

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1

民間委託等の導入

計画数

開始
年度

行政改革推進本部
評価

改革
達成年度
（目標）

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 1 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

1 100% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。指摘あり 0 0%

自己評価を支持

中止

-64-



本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針２職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

民間の技術力を活用した業務の効率化を目指します

実行課

計画名

水道課 開始年度 R4 改革達成年度（目標） R６

取りまとめ課

実施項目４民間活力の活用

改革プログラム No.14 民間委託等の導入

改革の内容
民間の専門的なノウハウや技術力を生かして、業務委託を行うことで、事業運営の効率
化を図ることが可能となります。

改革の手段
窓口対応業務や保守点検などの業務を委託化することを目標に業務の選定・手法等を調
査・研究し、実施に向け検討を図ります。

企画課

改革により
期待される効果

○窓口対応業務や保守点検などの業務を委託化することにより、業務の効率化が図られます。
○水道施設（管）の更新・維持管理に伴う工事や点検業務など、より安定した水道水の供給を維
持するための取組を実施することができ、充実した事業運営につながります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
窓口対応業務や保守点検などの業務を委託化することを目標に、業務の選定・手法等の
調査研究を実施します。

中間報告
現在、他市及び業者に給水装置工事関係の窓口対応業務や保守点検の委託内容につい
て、調査を行っています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

他市及び業者への調査を継続するとともに、本市で実施可能な業務の選定・手法等につ
いて、検討していきます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

＜基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！＞

＜実施項目5　男女共同参画＞

改革プログラム №15 男女共同参画の推進

取りまとめ課 市民活動推進課 計画数 1

計画名 実行課
開始
年度

改革
達成年度
（目標）

自己評価
（R4中間）

行政改革推進本部
評価

1
女性の意見を広く取り入れて施策や業務に活
かそう

市民活動推進課 H30 R4 計画どおり 自己評価を支持

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計 1 100%

計画どおり 1 100%

計画より遅れている 0 0%

再検討 0 0%

計 1 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

本プログラムの計画は1件ですが、計画どおり進捗しています。

基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。

評価区分 計画数 割合 本部意見

自己評価を支持 1 100%

指摘あり 0 0%

未着手 0 0% 備　　考

中止 0 0%
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
審議会等を所管する関係各課に対して、個別に面談、呼びかけを実施し、令和５年４月
１日時点で前年比２.０ポイント以上の増加を目指します。（※令和４年４月１日時点
現在　２２．３％）

中間報告
グループウェアシステムの掲示板で、関係課長に対し、本市での女性委員の割合の現状（約２割）を記載するとともに、
審議会委員の女性割合が３割を下回っている審議会等について、関係団体に推薦依頼する際、依頼文書に男女共同参画の
推進のため女性推薦について協力を求める旨の文言を盛り込むよう依頼しました。

今後の対応
（年度中の取組）

審議会等により任期満了日が異なることや、欠員に伴う補欠委員の推薦依頼の際などの
様々な機会に対応できるよう、今後もグループウェアシステムの掲示板等を利用した依
頼を実施します。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

性別による偏りがない意見を市政に反映することができます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R4

改革の内容
審議会委員等の選任にあたって、男女の比率で少ない方が３割を下回らないようにし、
男性多数（女性少数）、女性多数（男性少数）の審議会等とならないよう努めます。

改革の手段
現状、女性委員の割合が少ない（平成２９年４月１日時点２２．９％）ことから、性別
による意見の偏りの解消を目指し、関係団体に適任の女性の推薦について協力を求め、
審議会委員等への女性登用を促進します。

実行課 市民活動推進課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 市民活動推進課

計画名 1 女性の意見を広く取り入れて施策や業務に活かそう

基本方針2　職員みんなで効率的・効果的に仕事をしよう！

実施項目5　男女共同参画

改革プログラム №15 男女共同参画の推進
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

＜基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！＞

＜実施項目1　自主財源の確保＞

改革プログラム №16 公有財産の有効利用等による財源の確保

取りまとめ課 財政課 計画数 2

計画名 実行課
開始
年度

改革
達成年度
（目標）

自己評価
（R4中間）

行政改革推進本部
評価

1 未利用財産の処分・貸付 財政課 H30 永年継続 計画どおり 自己評価を支持

3
マーケットの実証実験による公共空間の利活
用（稼ぐ公共空間へ）

商工観光課 R4 R5 計画どおり 自己評価を支持

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計 2 100%

計画どおり 2 100%

計画より遅れている 0 0%

再検討 0 0%

計 2 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

２計画とも、計画どおり進捗しています。未利用財産の処分・貸付につい
ては、入札の実施により計画どおり進んでいます。マーケットの実証実験
については、定期的な開催ができています。

基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題
を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行できるよう進捗管理を
徹底すること。

評価区分 計画数 割合 本部意見

自己評価を支持 2 100%

指摘あり 0 0%

未着手 0 0% 備　　考

中止 0 0%
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基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！　

実施項目1　自主財源の確保　

改革プログラム №16 公有財産の有効利用等による財源の確保

取りまとめ課 財政課

計画名 1 未利用財産の処分・貸付

永年継続

改革の内容 売却見込みのある市有地を選定する等、公有財産の有効利用等を図ります。

改革の手段
○入札事務を年２～３回（７月、１０月、１２月頃）実施します。
○市有地販売情報を市ホームページに掲載する等広く周知し、落札がない場合は随意契
約による売却を図ります。

実行課 財政課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

未利用の市有地を売却することにより、売払い収入が得られ、除草費用等の管理経費削
減につながります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
○売却見込みのある市有地を選定し、入札事務を年１回以上実施します。
○市有地販売情報を市ホームページに掲載し、応札がない場合は随意契約による売却を図ります。
○売却予定市有地一覧を市ホームページに掲載し、市有地の売却を図ります。

中間報告 ５月１３日に入札を実施し、市有地２筆を売却しました。

今後の対応
（年度中の取組）

売却できなかった市有地について、随意契約により売却を図ります。

最終報告
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意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 本庁舎の中庭等を活用したマーケットの実証実験を行います。

中間報告

公共空間利活用の実証実験として、マーケットを次のとおり開催しました。
第1回：令和4年5月18日(水)11時-17時 4店舗、第2回：令和4年6月15日(水)11時-17時 7店舗、第3回：令和4年
7月29日(金)17時-20時 8店舗、第4回：令和4年8月10日(水)17時-20時 7店舗、第5回：令和4年9月30日(金)16
時-19時 5店舗（第１回～第４回：市役所前庭広場、第５回：テラスバ本庄広場　売上金額全体平均額：約44,000円）

今後の対応
（年度中の取組）

開催場所を変更しながら、毎月１回のペースで継続的にマーケットを開催していく予定
です。

最終報告

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

改革により
期待される効果

○マーケット開催により、市内店舗の出店やチャレンジの機会が設けられます。
○マーケット開催により、市民の利便性の向上や暮らしの豊かさにつながります。
○公共空間の活用により、使用料の収入増と今後の利活用等を検討するきっかけとなります。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

R5

改革の内容 商工観光課の事業として、公共空間を活用したマーケットを開催します。

改革の手段
○公共空間を活用したマーケットの実証実験を行うことで、民間事業者の利用のハードル低下を
目指します。
○公共空間の利活用を行い、検討していくことで、使用料を稼げる公共施設を目指します。

実行課 商工観光課 開始年度 R4 改革達成年度（目標）

取りまとめ課 財政課

計画名 3 マーケットの実証実験による公共空間の利活用（稼ぐ公共空間へ）

基本方針３安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目１自主財源の確保

改革プログラム No.16 公有財産の有効利用等による財源の確保
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本庄市行政改革大綱実施計画　R4中間取りまとめシート

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

＜自己評価（R4中間）まとめ＞

＜行政改革推進本部評価まとめ＞

自己評価を支持

自己評価を支持

自己評価を支持

行政改革推進本部
評価

自己評価を支持

指摘あり（進捗管理
シート参照）

自己評価を支持

自己評価を支持

0 0% 備　　考

改革
達成年度
（目標）

H30

H30

H30

H30

R1

R1

永年継続

永年継続

永年継続

R4

永年継続

永年継続

自己評価を支持

再検討 0 0%

中止 0 0%

達成 0 0%

計画より早い 0 0%

計画どおり 8 100%

未着手

計画より遅れている 0 0%

評価区分 計画数 割合 R4中間報告まとめ

中間時点では、8計画全てが計画どおりに進行しており、年度目標の達成
に向けて進捗しています。

11 口座振替の推進 収納課 計画どおり

9
農業集落排水事業の公営企業化と公共下水道
事業との統合

下水道課 計画どおりR1

R3

R4

R4

生活支援課 計画どおり

8 ジェネリック医薬品の利用促進 子育て支援課 計画どおり

7
生活保護法第６３条返還金の収納率向上を図
る

生活支援課 計画どおり

6 学校給食残渣低減計画 教育総務課 計画どおり

自己評価を支持

＜基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！＞

＜実施項目1　自主財源の確保＞

改革プログラム №17

取りまとめ課 企画課

2
寄附金（ふるさと納税）の活用実績の見える
化

広報課 計画どおり

計画名 実行課
自己評価

（R4中間）

1
聞いて納得。納めて安心。住みよい本庄市
へ！

課税課 計画どおり

8

様々な手段による自主財源の確保

計画数

開始
年度

4
ジェネリック医薬品の利用促進により医療扶
助の適正化・経費節減を図る

計 8 100% ※各計画に対する指摘事項の詳細は進捗管理シート参照

計 8 100%

評価区分 計画数 割合 本部意見

7 88% 基本的に自己評価を支持するが、年度目標の達成に向けて、原因・課題を十分に分析・整理した上で、計画どおりに遂行
できるよう進捗管理を徹底すること。また、「寄附金（ふるさと納税）の活用実績の見える化」については、降ひょう被
害の際に行ったクラウドファンディングも取組の成果と判断できるため、「中間自己評価」について、「計画より遅れて
いる」から「計画どおり」に変更すること。指摘あり 1 13%
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

取りまとめ課 企画課

計画名 1 聞いて納得。納めて安心。住みよい本庄市へ！

永年継続

改革の内容 複雑な税制度を分かりやすく説明し、納得していただいた上で納税していただきます。

改革の手段
○広報紙や市ホームページ等の充実や租税教室等へ積極的に参加します。
○各種研修等を活用し、職員のスキルアップ（知識や能力の向上）を図ります。
○チェック体制を徹底した正確な課税資料を整備します。

実行課 課税課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

課税制度の周知や適正な課税を行うことにより、市民の税に対する理解が深まり、納税
意欲の高揚と市に対する信頼が得られます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
〇市ホームページ等の見直しを行い、税制度や手続について分かりやすくお知らせします。
〇研修等へ積極的に参加し、市職員のスキルアップを図るとともに課内でのチェック体制を徹
底し、適正な課税に努めます。

中間報告
○市職員のスキルアップと適正課税を進めるため、研修等へ積極的に参加しました。また、課内の研修会を
開催し、知識の共有を図りました。
○市ホームページ等の内容を見直し、最新の内容に更新するとともに、分かりやすい広報に努めました。

今後の対応
（年度中の取組）

○各種研修会に積極的に参加するとともに、市職員のスキルアップを図り、業務のチェック体
制を徹底していきます。
○市ホームページ等の内容を随時見直し、最新の情報を分かりやすく掲載します。

最終報告
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

取りまとめ課

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

企画課

寄附金（ふるさと納税）の活用実績の見える化

実行課

計画名 2

広報課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） 永年継続

改革の内容
ふるさと納税の寄附を具体的な事業に対して募集し、さらに、その寄附金の活用実績を
分かりやすい表現で公表することとします。

改革の手段
市ホームページや広報紙及びふるさと納税ポータルサイトへ分かりやすい言葉や画像を
取り入れ、具体的事業や活用実績を掲載します。

改革により
期待される効果

○具体的事業を示すことで、寄附の目的がより明確化するため、市内外の方の「寄附したい」という意識を醸成でき、その
結果として本庄市への関心を高めることが期待されます。
○寄附金の使途や活用実績を公表することにより、寄附者からの信頼を得ることができ、その結果として寄附額の増加が期
待できます。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
クラウドファンディング型や企業版のふるさと納税の募集を行い、具体的な事業への活
用を目指します。

中間報告

○令和４年６月から9月にかけて、降ひょう被害に対する支援に対し、クラウドファンディング型ふるさと納税を実施し
ました。
○空き家対策事業（予防・適正管理・利活用）について、担当課である都市計画課と事業化に向けて研究・検討を行いま
した。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

クラウドファンディング型や企業版のふるさと納税等を財源とした事業の実施につい
て、各課で検討してもらうため、庁内に向けて制度の周知を図ります。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

意　見

降ひょう被害の際に行ったクラウドファンディ
ングも、取組の成果と判断できるため、「中間
自己評価」について、「計画より遅れている」
から「計画どおり」に変更すること。また、
「中間自己評価」を変更するに当たり、「年度
目標」及び「中間報告」の記載を一部修正する
こと。
※指摘に基づいて、一部修正済み。

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

取りまとめ課 企画課

計画名 4 ジェネリック医薬品の利用促進により医療扶助の適正化・経費節減を図る

永年継続

改革の内容
ジェネリック医薬品の転換利用促進により、生活保護における医療扶助費の削減や生活
困窮世帯の医療負担の軽減につなげます。

改革の手段
ジェネリック医薬品の利用に関し、生活保護受給者や生活困窮者に説明し、理解と協力
を得るとともに、医療機関にも働きかけ、転換利用の促進を図り、生活保護における医
療扶助費の削減や生活困窮世帯の医療負担の軽減につなげます。

実行課 生活支援課 開始年度 H30 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

○生活保護にあっては、医療扶助費の削減とともに、安定的な制度運営を実現します。
○生活困窮者にあっては、医療負担の軽減につながることで、家計の安定を実現しま
す。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標
○生活保護については、ジェネリック医薬品利用率９０％以上の維持を目指します。
○生活困窮相談については、初回相談時に医療負担の削減の手段の１つとしてジェネリック医
薬品への転換を案内します。

中間報告
前年度同月と比較して、令和４年4月から７月までで平均３．２％利用率が増加し、９
０％の利用率を維持できています。

今後の対応
（年度中の取組）

９０％の利用率を維持するとともに、ジェネリック医薬品へ変更可能な割合が、今年度
は３％程度残っていますので、更なる推進を働きかけていきます。

最終報告
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本庄市行政改革大綱実施計画　進捗管理シート

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

〇中間報告の数値は年度途中のものであるため、引き続き推移に注意し、更なる残渣量の低減に努めます。
〇給食センター方式の残渣量について、給食センターの担当者と連携しながら調査・研究を進めます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
○新型コロナウイルス感染症による学級閉鎖等の影響により、令和3年度は43g/食（令和2年度30g/食）に増加したこ
とを考慮し、今年度目標値を37g/食に設定し、更なる残渣の低減に向けた努力を継続します。
○給食センター方式の残渣量も計画対象とするため、給食センターと連携し、調査研究を進めます。

中間報告
栄養士による給食の献立の工夫や、食育の取組等を実施していますが、自校方式給食で
の残渣量は９月末で、39ｇ／食となっています。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
子ども達に、心身の健全な発達を図る上で学校給食が重要であることを理解させるとともに、食
育の授業を通して子ども達に給食の献立案等を作成させる、食材の栄養素について学習する等、
給食事業にふれあう機会を設けることにより、給食の残渣を減らします。

改革の手段
学校の協力の下、食育に関する学習機会を増やすとともに、子ども達考案の献立も取り
入れる等工夫をし、給食に対する興味を深めていきます。

改革により
期待される効果

心身の健全な発達に食生活がいかに重要であるかを子ども達に理解させることにより、
学校給食の食べ残しを減らすとともに、給食残渣の処理費用の削減を図ることができま
す。

学校給食残渣低減計画

実行課

計画名 6

教育総務課 開始年度 H30 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

企画課
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基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

取りまとめ課 企画課

計画名 7 生活保護法第６３条返還金の収納率向上を図る

永年継続

改革の内容 生活保護法第６３条返還金に関する債権管理を徹底し、収納率向上に取り組みます。

改革の手段
債務者に対する返還義務の周知徹底や、返還資力発生時点から納付に至るまで、経理担
当者や担当ケースワーカーが積極的かつ継続的なアプローチに努めます。

実行課 生活支援課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

財政の安定化と生活保護適正化に寄与します。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 現年度収納率９３％を目指します。

中間報告 令和４年９月末現在、収納率は９５．６％です。

今後の対応
（年度中の取組）

担当ケースワーカーは、返還資力を確認した時点で納付要請に努めるとともに、課題を
整理して経理担当者と連携します。また、納付に至るまで継続的な納付要請を行いま
す。

最終報告
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基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

取りまとめ課 企画課

計画名 8 ジェネリック医薬品の利用促進

永年継続

改革の内容
ジェネリック医薬品の利用促進により医療扶助費の増加を抑制し、安定的な制度運営を
図ります。

改革の手段
新規登録時に、ジェネリック医薬品の利用について説明し、理解と協力を求めていきま
す。受給証交付時に利用の有無を確認し、受給証にも表記を行います。

実行課 子育て支援課 開始年度 R1 改革達成年度（目標）

改革により
期待される効果

令和元年度から子ども医療費の支給対象者が18歳年度末までの子どもに拡大し、今後医療費の増
加が見込まれる中、ジェネリック医薬品の利用促進により医療扶助費の増加を抑え、公費負担を
削減することで将来にわたり安定的な制度運営を図ることができます。

【令和4年度　実施内容】

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

中間報告後 最終報告後

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

意　見

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

年度目標 新規登録者について、ジェネリック医薬品の利用協力８８％を目指します。

中間報告
新規登録の際には窓口でジェネリック医薬品希望の有無を確認し、希望者の受給者証には表記を行っています。
９月末現在、新規登録者440名のうち、ジェネリック医薬品希望者は378名、協力率85.9％（本庁86.9％、支所
79.3％）となっています。

今後の対応
（年度中の取組）

現在の取組を継続するとともに、ジェネリック医薬品の利用について多くの方に理解と
協力をいただけるよう、チラシ等を使いながら丁寧に説明し、医療費増加の抑制を図っ
ていきます。

最終報告
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意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

取付管の公費設置可能本数について、面積と受益者分担金納付額の両面から整合性のあ
るルールを作成し、明文化を検討していきます。

最終報告

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

【令和4年度　実施内容】

年度目標
〇令和４年４月から農業集落排水整備区域「都島処理区」を公共下水道へ切り換えたため、制度が定着するよう利用者に周知を
図り、事業への理解を促します。
〇使用料の算定や受益者負担金の取り扱い、取付管の本数ルール等について、問題点を次回の統合に向け整理・検証します。

中間報告
〇受益者負担金の賦課に関して事前に訪問説明を行ったため、問合せはほとんどありませんでした。
〇次回の統合に向けて、公共下水道への切替時期や受益者負担金の説明について、課題や改善点を整
理しました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

改革の内容
農業集落排水については、経理内容を明確にした弾力的な事業経営と経費削減に取り組
み、公共下水道事業については、使用料収入の増加を図り、両事業とも経営の安定と繰
入金の削減を目指します。

改革の手段
農業集落排水事業を公営企業会計に移行するとともに、老朽化の進んだ排水処理施設か
ら順次公共下水道へ切り換えを行います。

改革により
期待される効果

農業集落排水事業については、公営企業会計の適用と老朽化した施設を無くすことで経費削減が
図られ、公共下水道事業については、汚水量が増加し、使用料収入の増加が見込まれ、両事業と
も経営の安定化が図られるとともに、市財政からの繰入金を減少することが可能となります。

計画名 9 農業集落排水事業の公営企業化と公共下水道事業との統合

実行課 下水道課 開始年度 R1 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課 企画課

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！　

実施項目1　自主財源の確保　

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保
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実施項目1　自主財源の確保

改革プログラム №17 様々な手段による自主財源の確保

改革の内容 口座振替を推進し、自主財源の確保や支出の抑制を図ります。

企画課

口座振替の推進

実行課

計画名 11

収納課 開始年度 R3 改革達成年度（目標） R4

取りまとめ課

最終報告

改革の手段
市県民税（普通徴収）の納税者宛に口座振替の案内通知を直接送付し、口座振替の申込
みを積極的に勧めます。

改革の進捗・達成状況（各年度末時点）

改革により
期待される効果

納期内納付の推進及び督促状発送にかかる費用抑制につながります。

【令和4年度　実施内容】

年度目標
市県民税の徴収方法が特別徴収から普通徴収に切り替わった方等に口座振替の案内通知
を直接送付することにより、口座振替を推進します。

中間報告
令和４年６月２１日に口座振替の案内通知を９２名に送付し、９月３０日現在で６件の
申込みがありました。

中間自己評価 達成・計画より早い・計画どおり・計画より遅れている・再検討・未着手・中止

今後の対応
（年度中の取組）

取組効果

最終自己評価 達成　・　未達成　・　未実施　・　中止

次年度に向けた
取組方針

基本方針3　安定した財政で未来へつなげよう！

意　見

中間報告後 最終報告後

本部評価 自己評価を支持・下記のとおり指摘 自己評価を支持・下記のとおり指摘

自己評価 改革達成（計画終了・計画継続・定型業務へ）／次年度継続（計画どおり・目標年度延長）／取り下げ

年度末に本取組による申込件数を集計します。また、来年度の口座振替推進の効率的な
実施方法について検討します。
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＜全体集計＞

評価対象

計画より遅れている

評価区分

計画より早い

0 0%

0%

96%

0

計画どおり

達成

4

92%

8%指摘あり

0%

100%

0

53

評価区分

自己評価を支持

計画数

計

R4年度目標

51

2%1

計

再検討

未着手

中止

0%0

2%1

53 100%

割合

49行政改革推進本部評価

自己評価
（R4年度

 中間時点）

計画数 割合

計画どおり

96%

計画より遅れている

2%

再検討

2%

年度目標の中間評価状況

計画どおり 計画より遅れている 再検討
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